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区分 学年 教科 単元等 活用ソフト

中 3 国語 書く・作る「俳句」 プレゼンテーションソフト

授
業
内
容

連想する言葉からイメージを広げて俳句を作ろう 活用ツール 図形・描画

準備：
・ワークシート用ファイルを作成する。
・ワークシート用ファイルのスライドをクラスの人数分コピーして共同編集できる場所に保
存する。

授業の流れ：
1. ワークシートとして指定されたファイルを開き、自分の出席番号のスライドを選ぶ。
2. 俳句にしたいテーマや季語をワークシートの中心に入力する。
3. 中心に書いたテーマや季語から連想する言葉を周囲に入力する。
4. 3で追加した言葉からさらに連想する言葉を入力する。
5. 連想した言葉を描画のペンなどを使って線で結ぶ。
6. さらに連想する言葉があれば、同様に追加する。

※ほかの人のスライドをヒントにして、連想する言葉を増やしてもよい。
7. 連想した言葉から、俳句に入れたい言葉を選び、マーカーなどでしるしをつけ、

俳句のイメージを広げる。
8. 時間があれば、イメージして下書きなど、俳句創作に向け準備をする。

ICT利活用のポイント

連想する言葉をイメージマップ（ウェビングマップ）を使って増やし、その過程で自分が表現したいイメージを広げた
り、そのイメージを表す言葉を絞っていくことができます。
他者参照ができるため、ほかの人の言葉からさらに連想する言葉を増やしていくことができます。

おすすめポイント
俳句や短歌だけでなく、詩や随筆などを創作する際の準備にもおすすめです。
ワークシート例をお使いいただけます。

言葉を線でつないだり、俳句に入れたい
言葉に印をつける



「文字入力のみで使うワークシート」
「ペンツールで使うワークシート」
のどちらかを子供の人数分コピーしてお使いください

【ペンツールで使うワークシート】【文字入力のみで使うワークシート】

文字入力のみで作成することを想定した
ワークシートです。

ペンツールで使うことを想定した
ワークシートです。


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2


